


問1 八面体錯体の反応性の傾向について、以下の（イ ～（へ）に、適切な語句を当ては
めよ。また、笠..,?... に適切な元素記号を入れよ。
① M,,. の（イ）が小さいまたは形式電荷が（口）→反応は slow
② 共有結合性が（ハ ')-;+反応は slow_・.
③ 第一遷移 M(II)の大部分は（二）型の錯体を生成する。、
④ 且とがの Ill価の錯体は、すべて（ホ）型の錯体を生成する。
⑤ のnが増→反応はfast

l  l  I ' .  ・:  "・ I .  例：[AIFJりぼJり [PFJー〉[#JO .  ・ .  i  

問2 Z炉と Hi+の水溶液セ油6.0付近で存在する主要なわォン種を、それぞれ具体的に＊推定
せよ。ただし、各 M,,.の25 C゚における pKaは、それぞれ 9.7と3.7である。 ・計算式の誘導は記
述しなくともよい。
問3 以下の(a)~(e)の錯体が安定に存在するかどうか、 EANの値を示し具体的に判定せよ。こ
こで、EAN則に基づく見積もり結果と、実際の錯体の安定性が一致しない場合は、「例外」と答え
よ。ただし、エーテル性 0 原子の共有電子数は 2と考えよ。
(a) Co(C0)4 (b) (OC)4Co-Co(C0)4 (c) [Fe(凶凶0 (d) [Na15C5]+ (e) V(CO)e 
問4 次の表を参考に、下の設問 1~3に答えよ。

L  空孔 size/A M+ M の直径/A
1204 1.20-1.50 u+ 1.46、1.72
1505 1.70-2.20 Na• 2.26、2.32
1806 2.60-3.20 K+ 3.04 

cs・ 3.62、3.68
設問 1 上記3種類のクラウンエーテル(CE)と相対的に安定な錯体を生成する M はどれか。L-
M の組み合わせを、それぞれ示せ。
設問 2 CEが、アルカリ金属イオンやアルカリ土類イオンと比較的安定な錯体を生成するのは
なぜか。その主な理由二つを簡潔に述べよ。
設問 3 との反応性を高
めることが出来るか。置換原子を示し、その理由を簡潔に述べよ。
問5 以下の設問あ）～な）に答えよ。ただし、さ）を除き、ー語で書け。
あ） <[Nien(OH2)J2• 
となる。この様な現象を何効果と呼ぶか。
か）クロロフィル（の機能）を構成する主要な L 骨格を何と呼ぶか。
さ） Redox反応：Rui{III)→ Rui{Il,111)→ Rui{U)について、濃度表示での均化定数 Kの定義を書け。
た）新幹線の車体の塗料に使用されていたCu(II)錯体の L 骨格を何と呼ぶか。
な）問 4設問 1の推定に役立つ基本的な考え方（概念）を、何と呼ぶか。


